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沖縄文化学習を目的とした内容優先型プログラムの開発
－韓国の学生を対象としたサマープログラム－

新城直樹・渡真利聖子・金城尚美

1．はじめに
　2014 年 8 月に韓国の慶熙（キョンヒ）大学の日本語専攻の学生を対象とした短期の
サマープログラムを実施した。琉球大学留学生センターにおける、慶熙大学の学生を対
象としたサマープログラムの実施は 2012 年、2013 年に続き 3 回目となるが、日本語を
専攻する学生が日本文化に実際に触れることを主目的としている。特に沖縄での研修は、
日本本土とは異なる沖縄文化に触れること、米軍基地が置かれている現状、歴史の流れ
の中での社会事情について学び、日本も多様性のある国であることを理解することが学
習目標となっている。そのため研修参加者は、日本語専攻学生を対象としているものの
日本語の習得を第一目的としておらず、文化理解を目標としていることから、内容優先
型（contents-based）の教育プログラムとなっていることが特徴としてあげられる。今
回で３回目となる今回は参加学生の学習の要望を事前に調査し、さらに過去の実践を踏
まえた上で、新たなカリキュラム編成を行った。本稿は今後の教育実践に資することを
目的として研修参加者（学習者）から得た評価により沖縄文化を学ぶことを目標とした
内容優先型（contents-based）の教育内容や指導法の成果について検討する。

2．慶熙大学校の参加学生について
　慶熙大学（英称 Kyunghee University）は、1949 年に創立されたソウル市東大門区
回基洞に本部を置く私立の総合大学である。19 の大学と 75 の学部・学科で構成され、
ソウル、水原（スウォン）、光陵（クァンヌン）の 3 か所にキャンパスを構えている。
今回のサマープログラムの参加学生は、慶熙大学校・水原（スウォン）キャンパス、外
国語大学＊日本語科の学生である。
　学年は、1 〜 4 年次までの 19 名（1 年次 5 名、2 年次 6 名、3 年次 3 名、4 年次 5 名）で、
男女の内訳は男子学生 9 名、女子学生 10 名であった。日本語学習歴は 6 か月〜 9 年ま
でと幅広く、大学に入ってから日本語を学び始めたという学生、大学入学前にも語学塾
や独学で学んできたという学生など、多様で日本語力に差があった。日本語力の客観的
テストの受験経験者は 19 名中 12 名で、JLPT 日本語能力試験 N1 合格者が 9 名（この
内 JPT 受験者 2 名）、N2 合格者が 1 名であった。

3．サマープログラムの概要
　本プログラムは、慶煕大学の海外研修制度の一環として実施されており、学習言語が
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使われている現地、沖縄での研修は、第二言語の習得を第一の目的とせず、その土地の
歴史、社会事情を学び、文化に触れ、人と接することにより、異文化を理解することで
ある。慶熙大学が特に沖縄を研修地に選んだのは、本土とは異なる歴史、地理、文化を
学ぶことで日本を多角的に捉える視点を養うことを目的とするためであった。
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3-1．事前の情報収集
　学習歴、学習ニーズや興味・関心のある事などの情報を事前に把握するため、慶煕大
学の担当教員を通して、参加学生全員に情報シートの記入を依頼し、来沖前にメールで
提出してもらった。情報シートの内容は以下の通りである。

１） 本人情報
２） 緊急連絡先
３） 日本語学習歴
　　　3-1）「自宅学習　〜年〜か月」、「高校　〜年〜か月」等
　　　3-2）日本語の勉強に使った教科書（教科書名、著者・出版）
　　　3-3）日本語能力試験（受験日、結果等）
　　　3-4）日本語力試験　JPT（受験日、得点）
　　　3-5）来日経験及び来日場所
４） 日本語能力
　　四技能（聞く・話す・読む・書く）を「大変よくできる / よくできる / ふつう / で

きない」の四段階で自己評価
５） 言語の知識
　　英語またはその他の言語について、「大変よくできる / よくできる / ふつう / でき

ない」の四段階で自己評価
６） 趣味・特技
７） 志望動機とやりたいこと
　　　7-1）このサマープログラムに参加したい理由と目的
　　　7-2）このサマープログラムでやりたいこと、期待すること

3-2．ニーズ分析
　本プログラムで学びたいことについては、表 2 の通りである。「沖縄の歴史について
学びたい」という回答が最も多かったため、カリキュラムを編成する際に、歴史という
観点から、具体的な学習内容を細分化・具体化して考えた。たとえば、琉球王府につい
ての近世史として「琉球史」、その「琉球史」と関連させ、首里城とその周辺の見学を
入れる等、知識と体験が得られるカリキュラムを目指した。近現代史としては、沖縄戦
と現在米軍基地がある沖縄の現状に関する内容も取り入れ、渡嘉敷島研修の際に戦跡を
巡る日程にした。また、沖縄の歴史の中で育まれてきた「沖縄の文化」として「伝統芸能」、

「年中行事と食文化」「うちなーぐち」（琉球語）をテーマとした授業と、それに関連し
た「県立博物館」の見学、「沖縄の歌と踊り」、「空手」の体験学習を組み込んだ。カリキュ
ラムの内容は、後述する表３と表４の通りである。
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　事前の情報シートの中で、「沖縄について学びたい」という意見に次いで要望が多かっ
たのは、「日本人との交流」であった。「日本人との交流」について自由記述欄に記載が
あった学生は 19 名中 8 名で、例として以下のような記述があった。４名の学生の記述
を紹介する（＊学生が書いたままを掲載）。学生からのこれらの要望は昨年度までのサ
マープログラムの際にも同様に挙がっており、可能な限り、日本人学生と接する機会を
作ることが、研修内容を計画する際の課題であった。
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3-3．カリキュラム編成
　日本での研修の学習時間は、16 時間で、日数に換算すると１週間程度という限られ
た時間内でいかに充実したカリキュラムを編成するかが課題であった。過去２回のサ
マープログラムの実践の成果から、可能な限り座学のみならず、体験学習や見学を組み
込むことにより現地学習の意義を高める工夫を行った。その結果、カリキュラムは、教
室活動で 1 コマ 90 分の授業を 7 コマ、「見学・体験形式」で 7 つの授業を設け、研修最
終日に全体のまとめと研修成果を発表する時間を設定した。サマープログラム参加学生
全員が沖縄は初めての訪問ということから、歴史・文化などの基本的な知識を学んだ上
で、関連する見学や体験を実施する計画を立てた。最終日のまとめと発表会を含めると
総時間数は、約 28 時間 30 分となった。
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3-4．プログラム日程
　8 日間の研修（17 日と 26 日は移動日）の全体の日程を表４に示す。
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3-5．授業内容
　次に、授業それぞれについて学習目標、活動内容等を示す。
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4．研修後の調査
　研修終了後に本プログラムの内容について評価を得るために、参加学生 19 名を対象
に、事後アンケートを実施した。参加学生 19 名のうち１名が家庭の事情により研修途
中で帰国したため、アンケート調査は、18 名の学生から回答を得た。

4-1．全体の評価 
　アンケート調査の結果、「研修全体の内容」については、「非常に満足」が 7 名、「満足」
と回答した学生が 11 名で、満足度は高かった（表５）。実施時期については、「やや不満」
と回答した学生が１名いたが、14 名が「非常に満足」または「満足」と回答している。
また実施期間については、17 名が「非常に満足」と回答していることから（表６）、時
期や期間について、概ね問題なかったものと判断できる。
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4-2．授業（座学）に対する評価
　授業について、「特に興味深かった」内容については（表７）、上位が「琉球史」、「うちなー
ぐち」、「伝統芸能」であった。学生のニーズ調査で「歴史（琉球史）」と「うちなーぐち」
が上位であったことと一致している。また「特に日本・沖縄文化理解に役立ったと思う」
内容に関する調査結果を見てみると（表８）、「琉球史」、「沖縄戦と基地問題の学習」、「う
ちなーぐち」の順に選択した学生が多かった。以上のことから、今回のプログラムで取
り上げたトピックについては学生の要望に概ね応えられていたと言えよう。さらに伝統
芸能についてはニーズ調査で挙げられていなかったが、独特の文化の一つとして関心を
集めたようだ。

4-3．見学と体験学習に対する評価
　アンケート調査の結果、「特に日本・沖縄文化理解に役立ったと思う見学・活動」に
ついては（表９）、「うちなーぐち講座」、「首里城とその周辺の見学」、「沖縄の歌と踊り
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の体験学習」の順に選択した学生が多かった。「首里城とその周辺（見学）」では、午前
に「琉球史」を専門とする講師が講義を行い、午後に同講師が首里城内の解説を行いな
がら見学を実施した。「琉球史」と首里城見学により、沖縄の歴史・地理の基礎的な知
識を学び、中国や朝鮮半島、東南アジア諸国ともつながりがあった沖縄の歴史の独自性
を把握することに役立ったようだ。
　「うちなーぐち」については今回直接法による教授法で授業を展開したことにより、
言語に関する知識を学ぶのではなく、外国語学習と同様にコミュニケーションに役立つ
言語習得を目標にしたことが、「日本・沖縄文化理解に役立った」と評価された理由で
あると考えられる。授業は教室内で行われたが、実際に自分自身が「話す」ことによっ
て具体的に体験できたということが「活動」として「理解に役立った」という評価に繋
がっていると考えられる。
　「沖縄の歌と踊り」の体験学習は、大学の「琉球芸能研究クラブ」というサークルの
日本人学生を講師として招いたことにより、日本人学生との交流もできたことが、参加
学生からの要望と合致し、また日本語を積極的に使う機会にもなり、評価が高かったと
推察できる。

4-4．「興味深かった理由」と「日本・沖縄文化理解に役立った理由」
　アンケートでは「興味深かった理由」と「日本・沖縄文化理解に役立った理由」につ
いても記述形式で回答を求めた。表 10、表 11、表 12 に、評価が高かった「琉球史」、「う
ちなーぐち」、「沖縄戦と基地問題の学習」に絞り、学生からの記述をまとめて示す。見
学や体験学習、合宿、研修成果発表準備などの時間に、日本人学生に活動に参加しても
らうなど、交流する機会を数多く作ったことが、日本語によるコミュニケーションの場
や現地でなければできない体験として、有意義な研修であったと評価されるプログラム
になったのではないかと考えられる。
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5．まとめ
　本プログラムについては、事前の情報シートから得られた学生からの「沖縄について
学びたい」という要望に対して、沖縄独自の文化を軸とした内容優先型（contents-based）
のプログラム構成を検討し、学習内容とリンクした見学や体験、活動を組み合わせたカ
リキュラム編成を行った。特に「琉球史」、「うちなーぐち」、「沖縄戦と基地問題の学習」
の３つのテーマに対する学習満足度が高かったことから、これら３つのテーマが沖縄独
自のカリキュラム開発の軸になると言えるのではないだろうか。
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　「自然・地理」を学ぶ場として「沖縄の生物と自然学習（座学）」と「海洋研修（体験）」
が、そして「歴史」を学ぶ場として「琉球史（座学）」と「沖縄戦と基地問題の学習（座
学）」と首里城等の見学が、「言語（うちなーぐち）」では「うちなーぐち（座学）」に加え、
歌詞の中にうちなーぐちがあることから「伝統芸能」や「沖縄の歌と踊り（体験学習）」
等がそれぞれ関連しあっている。そして日本人学生に教室活動や体験学習の場に参加し
てもらう機会を作ることにより、学習と交流の相互作用が促進され、学習効果と満足度
が高まったと推測できる。今後、沖縄文化学習をコンテンツとした内容優先型のカリキュ
ラムの開発に本プログラムの実践の試みが役立つものと思われる。

6．おわりに
　サマープログラムの研修参加者の学習歴が 6 か月〜 9 年までとかなり日本語力に差が
あったものの、内容優先型のプログラムであったこと、日本語力の高い学生が低い学生
のサポートを行い協力し合えたこと、教室内でのタスク活動を多くしたこと、教室内学
習と体験学習および見学を組み合わせたこと、日本人学生をサポーターとして協力を得
る機会を多く設けた等により、言語が学習の大きな障害にはならなかったようだ。内容
優先型、内容重視の教育というと、上級レベルの日本語学習者を対象とした指導として
考えられる傾向があるが、日本や沖縄等の歴史や文化等を学ぶことを目的としたクラス
において、初級から上級レベルまでの学習者が混在する状況でも有効であることが示さ
れたのではないだろうか。ただし、母語が同じである学習者が対象であったことが、そ
れを可能にした要因の一つであるとも考えられる。
　引率教員（１名）に、今回のプログラムに関する評価を依頼したが、特に①教員と参
加学生との会話を通して、直接、日本語をたくさん話したり、聞いたりする経験ができ
たこと、②同世代との会話する機会は、韓国では少ないため、有意義だったこと、③（研
修の目的である）沖縄の歴史、言語、文化についての理解が深められたこと、がプログ
ラムの良さとして高く評価された。また引率教員から見て「学生の満足度は非常に高く、
研修前から、期待度も高かったが、期待を上回ったという感想を学生から聞いている」
という報告から、プログラム参加者からも高評価だったことが裏づけられた。
　沖縄の独自の文化を中心としたカリキュラム開発のために学生評価等を質的に分析し
ていくことが今後の課題であるが、どのような学習者にとって、どのような学習課題を
達成するために、どのようなメディアが学習効果を上げるかという特性処遇課題交互作
用（TTTI）の枠組みからのさらなる分析と考察が必要である。
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［註］
＊韓国では、日本の学部にあたる組織を「大学」と称する。
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